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産業動物臨床・家畜衛生関連部門
短 報

血中抗ミューラー管ホルモンレベルが高値を示すも  

病態が異なった乳用育成牛の 2 症例
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要 約

乳牛において卵巣腫大の原因としては卵胞囊腫や顆粒膜細胞腫があげられる．顆粒膜細胞腫の診断指標としては血中
抗ミューラー管ホルモンの高値が有用とされている．今回，顆粒膜細胞腫に特徴的な無発情，乳房の異常発達，直腸検
査での片側性卵巣腫大，及び蜂の巣様構造を示す卵巣超音波画像に加えて，血中の抗ミューラー管ホルモンの高値も共
通所見として確認された乳用育成牛の 2症例に対して，立位膁部切開による卵巣摘出術を行った．摘出された卵巣に対
して病理組織学的検索を行ったところ，それぞれ卵胞囊腫，顆粒膜細胞腫という病理組織学的診断であった．今回の比
較により抗ミューラー管ホルモンの高値では顆粒膜細胞腫を必ずしも確定できないことが示唆された．
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